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横浜市における患者発生動向
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横浜はじめ病院の概要
（１）機能

・新型コロナウイルス感染症の患者のうち、軽症、中等症Ⅰの患者を対象に、
重症化を予防するための早期診断、早期治療を実施

（２）運営体制
・特定医療法人財団慈啓会、横浜市立大学、横浜市が協定書を締結
・神奈川モデル認定医療機関
・横浜市Y-CERTが入院調整を実施

（３）医療提供体制
・特定医療法人財団慈啓会が医師及び看護師を雇用し、これに加え、
横浜市立大学等が医療従事者（医師、看護師、薬剤師、診療放射線技師）を派遣

・横浜市立大学の感染症対策専門家等による感染防止対策、設備等の指導
（４）運営費

・県補助金及び診療報酬 ※他の医療機関と同様



横浜はじめ病院の診療再開について

（１）近隣にお住まいの方への説明
・令和３年11月～12月
８回に渡り、病院の機能や感染防止対策の説明を実施

（２）診療再開のリーフレット配布
・令和４年１月
コールセンターを開設
近隣世帯等にリーフレット配布（8,000部）

（３）患者受入開始
・令和４年１月21日



診療再開のリーフレット①



診療再開のリーフレット②
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横浜はじめ病院における患者受入状況（８月25日時点）

（１）診療再開からの受入患者数 合計 1005人
（２）第７波（７月、８月）の受入患者数 合計 556人

ピーク時の病床使用率70％
（在院患者42人/60床）

県と連携した
中和抗体療法（日帰り）開始

第６波のピーク時（３月）の
２倍となる患者を受入

８月25日
時点



直近の動向

（１）運営体制の強化
・東部病院及び長田病院（地域医療連携推進法人事業）からも、診療放射線技師派遣

（２）患者の受入
・救急スタック案件の受入開始
・高齢者施設からの中和抗体療法（日帰り）の受入試行実施
・他病院からのくだり搬送の受入

（３）隔離解除後の患者の転院
・大口東総合病院（慈啓会）で、横浜はじめ病院から隔離解除後の患者を受け入れて、
自宅での生活に向けたリハビリ等の実施

（４）近隣の方への継続的な説明
・患者の円滑な受入に向けた近隣の方との信頼関係の構築
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